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投 稿 規 程 (37年5月 25 日委員会制定)

1. 端文の投fl"tl 占は原則として，工学部救職員に|以る。ただし，共同研究占の場合，そのほか

編集委民会の承認を件た場合にはその他の塾関係者の原稿も受理することが出来る。

2. 報文は，投稿者の原著で，欧文で 3治連れたものに|浪る。

他の刊行物に既発去のものについては次の規位による。

[研究報告，既発去論文掲載規程 (1昭和 27 年 12 月 H;IJ定)よリ転，f~J

(1) 邦文雑誌に既発去の場合，其の知花印刷l発行の円より 1 カ年以内に líl~ り:芝山する。

i旦し原報の所在を脚註に記載する。
やiiJ : Original report (in Japanese) has been published in the Journal of …・・

を(号)正[ (年)。

(2) li~;句欧文:出，または外U~雑，i，t，(こ既発長の場合，其の維μよ印刷発11の日より 1 カ年

以内に I)l~ i) J少 i論文または，より話相!なる論文(何れも長さ適'fO を受理する。
!日し原報の所在を脚，lJ:に記載する。

例: The detailed report (又は A part of this research, the abstract, short 
notice 等) has been published in the Journal of."… 

(3) nJI削先行の日より， 1 年以 L を経過せる既発長l論文に於てj"W~の必要を生じた場合
は紀要_~Li 会にて審査の上Jt.l t偵を認める事が出来る。

,;1: 11) は邦文と IIU じ題名，内容を史文でJí d じ去現をしたもので正支えないというぷ味で

あり， (2) はIl1発京論文と?でく Hーの川文では困るから，通、"1に去現方法を変えれば

よいという立味であり，題名は同一でも変えられても，御随，むであります。

また '3剖j は， J' t山l

F月珂H して;主i
t

:: 了支主えない状態にあり，その他必要な場合のため掲載出来る余地を残しまし
た。従って，以上は l論文発去を難かしく ;lilJ限したわけではありません。

3. 械文の芝理if月日は報文が工学部ivf究報台編集委u会に到首した年月日を以ってする。

-1.原稿の探百は編集委日会が査読を行って決足する。ただし工学部輪講会，各科輪講会，な

らびにそれに代る機関においてすでに検討が終っているものについては，各科編集委員会

がその日を編 w委民会に報告することによって査読にかえることができる。この場合には

その委はが体裁，欧文が適、1 1 で、あるかをたしかめる。

5. 京稿には原員IJ として頁数に制限を加えない。本文の!日に約 300 ，Wの見;文抄3止をそえる。

6. 命文 r1 1 で 81 川する文献は本文 rlJに字の右Jd に(1)のように通し番号て、記入し，原稿の下に

下記の要領で記載する。

(JH�: 1;ょの場合) 持者名， 114名，巻， f( , il:: U. 

(q�.1] 1:-: の場合) 普者名，ト1;-名，発行所名，発行年次， (1 

なお，内外相:_I -Î .Iむの略号は Science Abstract の List of Journals によるを!日則とする。

7. オ、文 rtJ の数コえはなるべく下記のように古:く。

(巾巾川判伊似例附lリりlη) ( 可 > ÷←Zム， x久け叫/3，丸， 川州 n川1υf人， イ

(保不可) -.::王里 一乙 I n , (似X)J/2
b 十 C' 1":':' 

8. 図面原図の大きさは刷|二リ寸法の 2~3 倍とし，図 i師に番なおよび棋i起をつける。なお図の

挿入個所は郎防rtJ : こ Jtikする。また原図が写山であっても本文rlJ に組み込むH5.;は通し番号

を 1，]ける。

9. 去には通し番号と標起をつけ必要ならば肝i入 íl~IT況を ~~W:GrIJ に記入する。

10. 初校を著者に送る。著者校正は原則として 11吋とする。また苦ニx校正の則|出は執筆占が校

正刷を叉取った日より 2 週間以内とし，校JEがおくれる場 fT はその原稿JU殺を後廻しにす
ーヲ 、ー L 1.......}O .ヲ

/.;J L こ刀通Jコ Q 。

11. 掲載の 11旧作は大体叉理胤とするが編_!.Kの部介上必ずしもこれによらないことがある。

J2. 3リ刷は 50 部まで贈呈し， 50 部以上希望される方は!日仰を J2山される際に 111 し出れば尖t~

こて作製する。組!恨解体後の御Ijl 出には応じられない。

13. 投稿の ~Hlll につ t、ては別に定める II二百:ifi-に従う。


